
1 

2025 年 2 ⽉ 13 ⽇ 
報道関係者各位 

国⽴⼤学法⼈筑波⼤学 
国⽴⼤学法⼈新潟⼤学 

時間・空間・⾷性ですみ分ける佐渡島のヘビたちの共存メカニズムを解明 

佐渡島には、南⻄諸島を除く⽇本の島で最多の 7 種のヘビが⽣息しています。ここで 5 年間にわたる
フィールド調査を⾏い、ヘビの種ごとの⽣態を調べました。その結果、餌の種類を他種と違えることだけ
でなく、活動時間や場所の違いも、多種のヘビが共存するための重要な要素であることが分かりました。

多種多様な⽣物が共存するしくみを説明する上で、活動時間や場所、餌⽣物といった資源を他種と
違える「ニッチ分割」は、最も基本的かつ重要な⽣態学的概念です。ヘビ類では、餌資源の分割が多種
共存を可能にする主要因とされてきましたが、活動時間や場所の重要性も指摘されています。しかし
ながら、陸棲ヘビ類において、これらの主要な 3 資源（時間・空間・⾷性）のニッチ分割を包括的に調
べた研究は、これまで⾏われていませんでした。 

本研究では、南⻄諸島を除く⽇本の島の中で最もヘビの種数が多い佐渡島を調査地として、５年間
にわたって、そこに⽣息する 7 種のヘビ（シマヘビ、アオダイショウ、ヤマカガシ、ニホンマムシ、ジ
ムグリ、ヒバカリ、シロマダラ）が、いつ、どこで活動し、何を⾷べているのかを明らかにしました。 

その結果、餌資源の重複が⼤きい種間では、⽣息地や活動時間帯、活動季節などの重複を⼩さくする
ニッチ相補性が確認されました。

本研究により、陸棲ヘビ類が複数の資源を使い分ける「多次元ニッチ分割」により共存していること
が、実証的に明らかになりました。このことは、世界的に衰退傾向にあるヘビ類を保全するためには、
さまざまなタイプの資源を守っていく必要があることを⽰唆しています。 
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研究の背景 
地球上に存在する多種多様な⽣物は、活動時間や場所、餌⽣物といった⽣活資源（ニッチ注 1））を互い

に違える「ニッチ分割」によって共存しています。⼀⽅、⽣態系のバランスを維持する上では、捕⾷者の
役割も不可⽋です。従って、⽣物の共存メカニズムを理解することは、⽣物多様性保全において重要な意
味を持ちます。ヘビ類では、種間での餌資源の分割が多種共存をもたらす主要因と考えられていますが、
近年、活動時間や場所が関与する可能性も指摘されています。しかしながら、陸棲ヘビ類において、主要
な３つの⽣活資源（時間・空間・⾷性）のニッチ分割について包括的に調べた研究は、これまでありませ
んでした。 

研究内容と成果 
本研究では、南⻄諸島を除く⽇本の島の中で最もヘビの種数が多い佐渡島を調査地として、そこに⽣息

する 7 種のヘビ（シマヘビ、アオダイショウ、ヤマカガシ、ニホンマムシ、ジムグリ、ヒバカリ、シロマ
ダラ）が、いつ、どこで活動し、何を⾷べているのかを 2019 年から 2023 年の 5 年間にわたって調査し
ました。このフィールド調査は、⼭地から低地、森林から⽔⽥まで幅広い環境で⾏われ、発⾒したヘビは
その⽇時や位置情報を記録し、強制嘔吐法注 2）により胃内容物を調べた後、リリースされました。 

その結果、活動時間帯は、昼⾏性（シマヘビ、アオダイショウ、ヤマカガシ）、夜⾏性（シロマダラ）、
周⽇⾏性注 3）（ニホンマムシ、ジムグリ、ヒバカリ）の 3 グループに分かれました。活動季節は、春から
秋にかけて広く活動するグループ（アオダイショウ、シマヘビ、ジムグリ、ヤマカガシ）と、主に夏に活
動するグループ（ニホンマムシ）、主に秋に活動するグループ（ヒバカリ、シロマダラ）の 3 つに分かれ
ました（図 1）。活動場所は、主に低地に分布するグループ（アオダイショウ、ジムグリ、ヒバカリ、シ
マヘビ、ヤマカガシ）と、⼭地にも分布するグループ（ニホンマムシ、シロマダラ）の 2 つに分かれまし
た（図 2）。⾷性は、げっ⻭類（ニホンマムシ、アオダイショウ、ジムグリ）、ミミズ類（ヒバカリ）、カ
エル類（シマヘビ、ヤマカガシ）を主に⾷べている 3 グループに分かれました（図 3）。なお、シロマダ
ラの⾷性については本研究では明らかにできませんでしたが、⼀般的には爬⾍類を⾷べることが知られ
ています。
以上のことから、餌資源の重複が⼤きい種間では、他の資源の重複を⼩さくするニッチ相補性が確認さ

れました。例えば、齧⻭類を主な餌資源としていたニホンマムシとアオダイショウ、ジムグリのうち、ニ
ホンマムシのみが⼭地を主な⽣息地としていました。アオダイショウとジムグリ間では、活動時間帯や季
節にやや違いが⾒られました。全ての資源項⽬で類似傾向にあったシマヘビとヤマカガシにおいては、活
動季節にやや違いが⾒られました。これらの結果から、陸棲ヘビ類が複数の資源をニッチ分割する「多次
元ニッチ分割」により共存していることが、実証的に明らかになりました。

今後の展開 
本研究は、世界的に衰退傾向にあるヘビ類を保全するためには、さまざまなタイプの資源を守っていく
必要があることを⽰唆しています。このような知⾒は、2030 年までに⽣物多様性の損失を⽌め、回復へ
と転じさせることを⽬指す国際的なビジョン「ネイチャーポジティブ（⾃然再興）」の実現に向けた⼀助
になると考えられます。今後は、ヘビ類のニッチ分割が⽣態系のバランス維持にどのように貢献している
のか、など機能的評価の解明を進める予定です。 
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参考図 

図 1 各ヘビの季節的活動性とそのグループ分けの結果 
ヘビ種間の季節的活動性の重複度合いを、種間のニッチ重複度を⽰す指標Czekanowski index (0〜1)

を⽤いて算出し、その後、階層クラスタリング（グループ分け）を⾏った。Czekanowski indexが 0.6 以
上の時にニッチ重複が⼤きいとした（図中の⾚線）。nはサンプル数を⽰す（図 2, 3 も同様）。 
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図 2 各ヘビの潜在的分布域とそのグループ分けの結果 
ヘビ種間の潜在的分布域の重複度合いを、種間のニッチ重複度を⽰す指標Hellinger's I index (0〜1)を
⽤いて算出し、その後、階層クラスタリングを⾏った。Hellinger's I indexが 0.9以上の時にニッチ重複
が⼤きいとした（図中の⾚線）。なお、潜在的分布域は種分布モデルMaxEnt 注 4）によって予測した。 

図 3 各ヘビの餌構成とそのグループ分けの結果 
ヘビ種間の餌構成の重複度合いを、種間のニッチ重複度を⽰す指標Pianka index (0〜1)を⽤いて算出

し、その後、階層クラスタリングを⾏った。Pianka index が 0.6 以上の時にニッチ重複が⼤きいとした
（図中の⾚線）。なお、シロマダラについては 11 個体分の胃内容物を調べたが、いずれの個体からも胃
内容物は検出されなかった。 
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 ⽤語解説  
注１） ニッチ 

ある種がその個体群を維持することができる環境要因や⾷物などの⽣活資源の範囲。⽣態的地位とも
いう。類似したニッチを持つ種間では、すみ分けや⾷い分け等のニッチ分割により共存が可能になる。 

注２） 強制嘔吐法 
⾮捕殺的に胃内容物を調べる⼿法。ヘビ類の場合、胴部腹側を指で圧迫し、胃内容物を逆流させて吐き
戻しを⾏う。 

注３） 周⽇⾏性 
昼も夜も活動している動物のこと。本研究では、昼と夜での遭遇率が年間を通して⼤きく変わらない
ヘビを周⽇⾏性とした。 

注４） MaxEnt 
対象⽣物の実際の分布情報（在・不在データ）から潜在的な分布を予測する種分布モデル。 
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